
年中みかんのとれる町

P u b l i c  I n f o r m a t i o n  o f  M i h a m a  T o w n

２

▲

３　[男女共同参画特集]一人ひとりの生き方を認め合うまちをめざして

４

▲

５　木造住宅無料耐震診断／交通災害共済／粗大ごみ訪問収集申請手続き変更

６

▲

７　年金だより／税務署だより／メールボックス鵜殿署／保健だより

８

▲

10　情報のコーナー／一冊の本・新刊案内

11

▲

　　御浜町次世代育成支援行動計画策定／町歴史年表完成／平和月間取り組み団体募集

12

▲

13　ファインダーの向こう側

14

▲

15　ふれあい交差点／広報文芸／健康逸品この一品／はじめまして／人を大切にするまちづくり

平成１7年6月1日発行

2005
No 434

P u b l i c  I n f o r m a t i o n  o f  M i h a m a  T o w n

泥んこ田植え
尾呂志学園の児童生徒が田植えに挑戦。泥に足を取られて悪戦苦闘しながらも、一つ一つ丁寧に苗を植えました。秋の収穫が楽しみですね。
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一
人
ひ
と
り
の
生
き
方
を
認
め
合
う

ま
ち
を
め
ざ
し
て

一
人
ひ
と
り
の
生
き
方
を
認
め
合
う

ま
ち
を
め
ざ
し
て

〜
女
性
も
男
性
も
住
民
の
力
を
地
域
づ
く
り
に
〜

　
「
男
女
が
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の

個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
機
会
が
確
保

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
男
女
が
共
に
社
会
の
対

等
な
構
成
員
と
し
て
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
（
家
庭
、
学
校
、
職
場
、

地
域
な
ど
）
に
お
け
る
活
動
に
参
画
し
、
共
に

責
任
を
担
う
こ
と
」
を
い
い
ま
す
。

　

全
国
そ
し
て
こ
の
地
域
に
お
い
て
も
男
女
の

人
口
比
率
は
半
々
も
し
く
は
女
性
の
ほ
う
が
多

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
種
審
議
会
・
委
員
会

『
男
女
共
同
参
画
』
っ
て

ど
う
い
う
意
味
？

今
な
ぜ
『
男
女
共
同
参
画
』
が

必
要
な
の
？

の
委
員
や
、
地
域
の
役
員
に
な
っ
て
い
る
の
は

ほ
と
ん
ど
が
男
性
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
し

か
し
、
こ
の
地
域
の
主
要
産
業
で
あ
る
農
業
を

と
っ
て
み
て
も
、
女
性
の
担
う
役
割
は
と
て
も

大
き
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
地
域
を
支

え
て
い
る
女
性
の
力
は
も
っ
と
活
か
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
重
要
な
施
策
の
決
定
や
ま
ち

づ
く
り
の
指
針
な
ど
を
決
め
て
い
く
上
で
、
女

も
男
も
共
に
意
見
を
出
し
合
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

だ
か
ら
今
、「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」
と

い
う
固
定
的
な
性
別
に
よ
る
役
割
分
担
意
識
を

取
り
払
い
、よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

一
人
ひ
と
り
の
力
を
結
集
す
る
た
め
に
『
男
女

共
同
参
画
』
が
必
要
な
の
で
す
。

男
女
が
互
い
に
そ
の
生
き
方
を
認
め
合
い
、

み
ん
な
が
力
を
発
揮
し
得
る
社
会
を
目
指
し
て

　

平
成
11
年
６
月
に
国
が
男
女
共
同
参
画
基
本

法
を
制
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
県
に
お
い
て
は

平
成
13
年
１
月
に
「
三
重
県
男
女
共
同
参
画
推

進
条
例
」
を
制
定
、
御
浜
町
に
お
い
て
も
平
成

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
（
抜
粋
）

いまだ性別による固定的な役割分担意識が残っていることがわ
かります。

「男は仕事、女は家庭」という考え方について

御
浜
町
は
「
男
女
共
同
参
画
推
進
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
推
進
し
て
い
ま
す

６月２３日から２９日は「男女共同参画週間」です

19.5

9.0

13.0

37.2

34.2

35.6

41.5

53.7

48.8

1.8

3.1

2.6

0 %605040302010

性男

性女

体全

答回無
いなわ思うそ

いなえいもとらちど
う思うそ
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13
年
度
よ
り
教
育
委
員
会
内
に
男
女
共
同
参
画

推
進
担
当
を
置
き
施
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
６
月
に
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
町
民
の
方
々
の

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
を
調
査
し
た
上

で
、
町
民
の
代
表
に
よ
り
組
織
す
る
「
御
浜
町

男
女
共
同
参
画
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
、
計

画
づ
く
り
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

基
本
理
念
を
「
男
女
が
互
い
に
そ
の
生
き
方

を
認
め
合
い
、
み
ん
な
が
力
を
発
揮
し
得
る
社

会
を
目
指
し
て
」
と
決
め
、
以
下
の
４
つ
の
基

本
目
標
を
定
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
の
方
向
を

委
員
の
皆
様
に
話
し
あ
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら

「
御
浜
町
男
女
共
同
参
画
推
進
基
本
計
画
」
を

つ
く
り
上
げ
、
平
成
16
年
３
月
に
策
定
し
ま
し

た
。

●
基
本
目
標
１
●　

男
女
共
同
参
画
へ
の
意
識
づ
く
り

①
男
女
平
等
意
識
の
啓
発

②
人
権
尊
重
意
識
の
高
揚

③
少
子
・
高
齢
社
会
に
マ
ッ
チ
し
た
住
民
意
識

の
高
揚

●
基
本
目
標
２
●　

あ
ら
ゆ
る
場
へ
の
男
女
共
同
参
画

①
行
政
の
積
極
的
な
推
進
対
策

②
社
会
活
動
・
家
庭
生
活
へ
の
男
女
共
同
参
画

の
推
進

③
働
く
場
へ
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進

●
基
本
目
標
３
●　

男
女
が
認
め
合
う
社
会
環
境
づ
く
り

①
男
女
の
均
等
な
雇
用
機
会
と
待
遇
の
確
保

②
職
場
・
家
庭
・
地
域
と
の
両
立
支
援

③
農
林
水
産
業
や
商
工
自
営
業
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
の
推
進

●
基
本
目
標
４
●　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
健
康
づ
く
り

①
子
育
て
・
介
護
の
十
分
な
支
援

②
母
性
の
保
護
と
保
健
事
業
の
充
実

③
実
態
に
応
じ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

御
浜
町
で
は
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
、

男
女
が
共
に
自
分
ら
し
く

生
き
て
い
け
る
社
会
を
め
ざ
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

女性が職業を持ち続けていく上で、家事・育児との両立が最も難し
いことがわかります。

女性が職業を持ち続けていく上で障害と思われることは何か

1.53

0.23

2.33

5.6

5.21

2.01

3.11

2.51

6.31

5.5

5.3

3.4

4.2

8.3

2.3

0.61

1.41

8.41

6.11

3.8

7.9

7.1

2.0

8.0

9.9

4.01

2.01

0 %40302010

性男

性女

体全

他のそ

いなで分十が度制るす関に護介

いなで分十が度制育保

い安が金賃てべ比に性男

いなれさ任を事仕るあの任責

るあが習慣の職退産出・婚結

いないてっ整が件条働労

いなれら得が解理や力協の庭家

いし難が立両の児育と事家
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▼
御
浜
町
内
に
所
在
す
る
昭
和
56

年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
（
着

工
を
含
む
）
さ
れ
た
木
造
住
宅

で
、
階
数
が
２
階
以
下
、
延
べ

床
面
積
３
０
０
㎡
以
下
の
建
物

▼
延
べ
床
面
積
の
過
半
の
部
分

が
、
住
宅
の
用
に
供
さ
れ
て
い

る
も
の

▼
枠
組
壁
（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
）

工
法
、
丸
太
組
工
法
、
そ
の
他

特
殊
な
工
法
に
よ
る
住
宅
で
な

い
も
の

▼
賃
貸
、
共
同
住
宅
等
、
居
住
者

が
所
有
者
以
外
の
場
合
は
、
居

住
者
全
員
の
承
諾
を
得
た
も
の

 

対
象
と
な
る
建
築
物

 

（
以
下
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

  

建
物
で
あ
る
こ
と
）

（
診
断
費
用
の
個
人
負
担
無
）

を
し
ま
す
の
で
、
診
断
日
時
に

同
協
議
会
会
員
の
診
断
者
が
訪

問
し
調
査
を
行
い
ま
す(

調
査

は
２
時
間
程
度
で
す)

。
診
断

の
結
果
は
、
後
日
報
告
書
に
よ

り
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

▼
診
断
者
は
、
三
重
県
後
援
の
耐

震
診
断
講
習
を
受
講
修
了
し
た

建
築
士
等
で
、
行
政
と
連
携
し

て
耐
震
化
を
進
め
る
民
間
団
体

で
構
成
さ
れ
た
三
重
県
木
造
住

宅
耐
震
促
進
協
議
会
の
会
員
で

す
の
で
、
安
心
し
て
診
断
を
ま

か
せ
ら
れ
ま
す
。

▼
診
断
に
あ
た
っ
て
床
下
、
屋
根

裏
等
の
点
検
が
で
き
れ
ば
診
断

の
精
度
が
あ
が
り
ま
す
の
で
、

申
込
者
に
お
い
て
各
点
検
口
の

確
保
、
図
面
の
有
無
等
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

建
設
課

☎
３
―
０
５
２
１
（
担
当　

池い
け
う
ち内
）

御
浜
町
で
は
、
建
築
物
の
大
部
分
を
占
め
る
木
造
住
宅
の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
の
向
上
を
図
り
、

地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
、
県
及
び
町
が
費
用
を
負
担
し
、

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
下
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

専門家による

　　　　　の

無料耐震診断を実施します

 

申
し
込
み
方
法

建
設
課
窓
口
、
支
所
等
に
備
付
の

所
定
の
用
紙
へ
必
要
事
項
を
記
入

し
、
役
場
建
設
課
窓
口
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

 

申
し
込
み
期
限

平
成
17
年
12
月
末
日
ま
で

 

診
断
予
定
戸
数

10
戸

※
受
付
は
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
申
込
件
数
が
予
定

戸
数
を
超
え
た
場
合
は
、
来
年

度
以
降
に
実
施
し
て
い
く
予
定

で
す
。
そ
の
場
合
は
、
別
途
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

 

診
断
実
施
日

平
成
17
年
８
月
以
降
順
次
実
施

※
診
断
の
決
定
が
さ
れ
た
方
に

は
、
お
っ
て
診
断
日
時
を
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

診
断
方
法

▼
御
浜
町
が
三
重
県
木
造
住
宅
耐

震
促
進
協
議
会
に
診
断
委
託

申込者は
右記の住宅の
所有者であること
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に

　
　
　
　

加
入
し
ま
し
ょ
う

掛金年額 500円で見舞金最高 120 万円 三
重
県
交
通
災
害
共
済 

に

　
　
　
　

加
入
し
ま
し
ょ
う

掛金年額 500円で見舞金最高 120 万円
万一の交通事故に備えて、県民の皆様が互いに支え合っている

三重県交通災害共済への加入をおすすめします。
ご家族そろってぜひご加入ください。

被害者、加害者の区別なく、見舞金を給付しています。

 

掛
金                    

年
額
一
人
当
た
り
５
０
０
円

（
た
だ
し
、
生
活
保
護
の
受
給

者
は
２
０
０
円
）

 
給
付
対
象
と
な
る
事
故

▼
国
内
道
路
で
の
自
動
車
・
バ
ス
・

原
動
機
付
自
転
車
・
自
転
車（
小

児
用
自
転
車
を
除
く
）
等
の
交

通
に
伴
う
人
の
死
傷

▼
国
内
で
の
踏
切
道
で
の
列
車
と

の
接
触
・
衝
突
事
故
に
よ
る
歩

行
者
の
死
傷

▼
規
則
で
定
め
た
航
路
（
県
内
18

航
路
）
で
の
舟
・
船
舶
の
接
触
・

衝
突
に
よ
る
乗
客
の
死
傷

○
支
給
停
止
（
免
責
）

▼
加
入
者
の
故
意
・
無
免
許
・
酒

気
帯
び
運
転
に
よ
る
事
故
の
場

合
の
当
該
加
入
者
に
か
か
る
見

舞
金
や
葬
祭
費

○
支
給
制
限

▼
加
入
者
・
遺
族
等
が
不
正
に
見

舞
金
や
葬
祭
費
の
給
付
を
受
け

よ
う
と
し
た
と
き

▼
天
災
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
原

因
に
よ
っ
て
災
害
が
発
生
し
た

と
き

 
見
舞
金

災
害
の
程
度
に
応
じ
て
、
２
万

５
千
円
〜
１
２
０
万
円

＊
加
入
資
格
・
加
入
方
法
・
請
求

手
続
書
類
・
見
舞
金
の
詳
細
等
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課
く
ら
し
と
相
談
係

☎
３
―
０
５
１
２
（
担
当　

山や
ま
も
と本
）

　粗大ごみの訪問収集については、従来から収集手数料１回につき 1,800 円、粗大ごみの重量
１kg から 50 ㎏までは１kg につき 20 円、50 ㎏を超えた分は１kg につき 30 円の手数料を頂い
ておりますが、手数料減免の適用の有無の確認を行う際に、個人情報保護法により委任状への
署名・押印が必要になります。

訪問収集を申し込む場合は、
①窓口で直接申し込む場合は印鑑を持参してください。
②電話で申し込む場合は郵便か、その他の方法で委任状への
　署名・押印をお願いすることになります。

お手数をおかけしますが、よろしくお願いします。

†問い合わせ先†　生活環境課環境係　☎３―０５１３

訪問収集申請手続きが変わります粗大ごみ

車を運転中、
電柱等に衝突して
ケガをした。

車にはねられて
ケガをした。

車と車が
ぶつかり
ケガをした。
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●
外
国
人
を
雇
用
し
よ
う
と
す
る

場
合

　

適
法
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
外

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
と
き

●
保
険
料
免
除
制
度

　

自
営
業
や
農
林
漁
業
な
ど
の
第

１
号
被
保
険
者
で
、
前
年
の
収
入

が
少
な
く
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
人
は
、
税
務
住
民
課
国
民
年
金

担
当
窓
口
で
「
保
険
料
免
除
制

度
」
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

保
険
料
免
除
に
は
、
保
険
料
の

全
額
が
免
除
さ
れ
る
「
全
額
免

除
」
と
保
険
料
の
半
額
を
納
め
る

「
半
額
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。

　

後
日
、
社
会
保
険
事
務
所
が
前

年
度
の
所
得
な
ど
を
審
査
し
て
、

結
果
（
免
除
承
認
・
却
下
）
を
お

手
元
に
通
知
し
ま
す
。

　

免
除
（
全
額
・
半
額
）
が
承
認

さ
れ
た
場
合
は
、
申
請
し
た
月
の

前
月
分
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
保
険

料
の
全
額
ま
た
は
半
額
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

●
若
年
者
納
付
猶
予

　

20
歳
代
の
第
１
号
被
保
険
者
で

あ
っ
て
、
本
人
と
配
偶
者
の
所
得

が
一
定
の
基
準
以
下
で
あ
る
方
は

保
険
料
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

●
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
で
収
入
が
な
く
保
険
料
の

鵜殿署 メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

鵜殿署不
法
滞
在
・

不
法
就
労
防
止
に

ご
協
力
を

納
付
が
困
難
な
人
は
、
学
生
証
ま

た
は
在
学
証
明
書
の
写
し
を
持
参

の
う
え
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

  

後
日
、
社
会
保
険
事
務
所
が
審

査
し
、
承
認
す
る
と
、
申
請
し
た

前
月
分
か
ら
年
度
末
（
翌
年
３

月
）
ま
で
保
険
料
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。

※
免
除
・
学
生
納
付
特
例
を
受
け

た
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
追

納
）。
追
納
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
65
歳
か
ら
受
け
取
る
老
齢

基
礎
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
２
年
を

過
ぎ
る
と
加
算
額
が
つ
き
ま
す

の
で
、
生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き

た
ら
少
し
で
も
早
く
「
追
納
」

し
ま
し
ょ
う
。

(

注)

保
険
料
免
除
・
若
年
者
納

付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
の
手

続
き
は
毎
年
必
要
で
す
。

税務署に申告した所得や税額が少なかった
り、確定申告をしなければならない人が申告を
しなかったときは、税務署長は、調査した結果
に基づき更正、決定などの処分を行います。ま
た、未納の税額があり督促をしてもなお、納付
されない場合には財産の差押えなどの処分を行
います。
このような処分を受けたことにより、納税者
の権利や利益が不当に損なわれることのないよ
うに、不服申立制度が設けられています。
この不服申立ての手続きには、税務署長に対
する「異議申立て」と国税不服審判長に対する
「審査請求」とがあります。

†問い合わせ先†
尾 鷲 税 務 署 ☎0597－22－2222

税務署の処分に不服があるとき

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課
く
ら
し
と
相
談
係

☎
３
―
０
５
１
２
（
担
当　

南み
な
み）

国税不服審判所とは
　国税不服審判所は、納税者の正当な権利
利益を救済することを目的とした国税庁の
特別の機関であり、国税の賦課徴収に当た
る税務署や国税局などの執行機関から分離
されています。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

鵜
殿
警
察
署

☎
０
７
３
５
―
３
３
―
０
１
１
０

国
人
で
あ
る
か
ど
う
か
、
旅
券
、

就
労
資
格
証
明
書
等
で
在
留
資

格
・
在
留
期
間
を
確
認
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
不
法
滞
在
者
は
雇
用
で
き
ま
せ

ん

　

不
法
滞
在
者
は
、
そ
れ
自
体
が

違
法
で
す
の
で
、
働
く
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

●
在
留
資
格
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い

　

在
留
資
格
が
、「
留
学
」、「
就

学
」、「
家
族
滞
在
」
に
な
っ
て
い

る
場
合
は
「
資
格
外
活
動
許
可
」

が
な
け
れ
ば
、
賃
金
を
得
て
働
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
雇
用
者
も
処
罰
さ
れ
ま
す

　

違
反
し
た
場
合
は
、
そ
の
外
国

人
は
処
罰
を
受
け
て
国
外
へ
退
去

さ
せ
ら
れ
、
ま
た
、
働
く
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
い
な
い
外
国
人
を
雇

っ
た
事
業
主
や
そ
の
雇
用
を
斡
旋

し
た
人
等
も
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
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80歳になったときに
健康な歯を20本残しましょう！
80歳になったときに
健康な歯を20本残しましょう！

No.294

6 月

『歯の健康づくり』

食生活チェック
⑥
牛
乳
や
乳
製
品
を
と
ら
な
い
日

が
あ
る　

⑦
ア
ル
コ
ー
ル
を
毎
日
欠
か
さ
ず

飲
む　

⑧
お
菓
子
を
毎
日
食
べ
て
い
る

⑨
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
を
よ
く
食

べ
て
い
る　

⑩
20
歳
代
前
半
よ
り
10
キ
ロ
以
上

太
っ
た

食
生
活
の
振
り
返
り
チ
ェ
ッ
ク

で
す
。
チ
ェ
ッ
ク
が
つ
い
た
項
目

を
続
け
て
い
る
と
、
生
活
習
慣
病

を
ま
ね
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
あ
て
は
ま
る
人
ほ
ど

要
注
意
で
す
。
食
生
活
を
再
点
検

し
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し

ょ
う
。

お
と
な
の
歯
は
親
知
ら
ず
を
除
い
て
28
本
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
50
歳
前
後
か
ら
急
速
に
抜

け
出
し
、
平
均
し
て
60
歳
で
10
本
、
70
歳
で
16

本
、
80
歳
で
は
24
本
も
失
い
、
4
本
し
か
残
っ

て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

歯
は
自
然
に
抜
け
落
ち
る
の
で
は
な
く
、
む

し
歯
や
歯
周
病
と
い
っ
た
歯
と
歯
ぐ
き
の
病
気

が
原
因
で
抜
け
落
ち
ま
す
。
と
く
に
中
高
年
か

ら
は
、
主
に
歯
周
病
が
原
因
で
抜
け
落
ち
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
こ
の
む
し
歯
、
歯
周
病
に
普

段
か
ら
気
を
つ
け
、
歯
の
手
入
れ
を
続
け
て

い
れ
ば
歯
を
失
わ
ず
に
す
む
の
で
す
。

①
朝
食
を
食
べ
な
い
日

が
多
い

②
野
菜
を
毎
日
食
べ
な

い　
③
魚
よ
り
肉
を
食
べ
る

こ
と
が
多
い

④
脂
っ
こ
い
食
べ
物
が

好
き　

⑤
料
理
は
濃
い
味
が
好

き　

世
界
一
の
長
寿
国
、
日
本
は
人
生
80
年
時
代

口
の
中
も
身
体
の
一
部
な
の
で
、
加
齢
と
と

も
に
老
化
し
て
い
き
ま
す
。
歯
の
寿
命
は
一
般

に
約
50
〜
60
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
歯
の

抜
け
る
最
大
の
原
因
は
第
一
に
歯
周
病
、
第
二

に
む
し
歯
と
い
う
口
の
中
の
病
気
が
大
半
で

す
。こ

の
歯
周
病
や
む
し
歯
に
な
る
主
な
要
因
と

し
て
、
歯
垢
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

毎
食
後
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し
て
、
歯
を
い
つ
も

き
れ
い
な
状
態
に
保
つ
こ
と
が
歯
の
病
気
の
予

８
０
２
０
運
動

中
高
年
の
歯
を
奪
う
口
の
中
の
病
気

「
歯
周
病
」
と
は
・
・
・

防
に
大
切
で
す
。
不
潔
な
ま
ま
放
置
し
て
お
く

と
、
歯
垢
の
中
に
い
る
細
菌
が
少
し
ず
つ
歯
と

歯
肉
の
間
に
入
り
込
み
、
歯
周
病
を
引
き
起
こ

し
て
し
ま
う
の
で
す
。

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
は
、
単
に
歯
垢
を
取
り
除
く

だ
け
で
な
く
、
歯
ぐ
き
も
同
時
に
マ
ッ
サ
ー
ジ

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
歯
ぐ
き
の
血
行
を
よ

く
し
、
徐
々
に
活
性
化
さ
せ
る
働
き
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
歯
ぐ
き
を
鍛
え
、
歯
ぐ
き
の
抵

抗
力
も
ア
ッ
プ
さ
せ
ま
す
。

定
期
的
に
歯

科
健
診
を
受

け
、
歯
周
病
を

予
防
し
、
そ
の

際
自
分
に
あ
っ

た
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
方
法
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け

る
の
も
よ
い
で

し
ょ
う
。

御
浜
町
で
は
、
寝
た
き
り
で
ど
う
し
て
も
歯

科
医
院
へ
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
人
に
対
し

て
、訪
問
歯
科
診
療
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
福
祉
保
健
課

保
健
師
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

訪
問
歯
科
診
療

※
一
般
健
康
診
査
を
受
け
ら
れ
る
方
へ

谷
口
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
検
診
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
事
前
予
約
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

と
な
り
、
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
ま
し
た
。
し

か
し
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
な
現
状
の
ま
ま
で

は
、実
年
の
働
き
ざ
か
り
に
歯
が
急
速
に
衰
え
、

歯
だ
け
が
先
に
老
後
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
厚
生
労
働
省
は
、
80
歳
に
な
っ
た
と

き
に
健
康
な
歯
を
20
本
残
そ
う
！
と
呼
び
か

け
、
歯
の
健
康
づ
く
り
の
大
切
さ
を
強
調
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
「
８
０
２
０
（
ハ
チ
マ
ル
ニ

イ
マ
ル
）
運
動
」
で
す
。

な
ぜ
、80
歳
で
20
本
必
要
な
の
か
と
い
え
ば
、

少
な
く
と
も
自
分
の
歯
が
20
本
残
っ
て
い
れ

ば
、
老
齢
に
な
っ
て
も
比
較
的
よ
く
噛
ん
で
食

べ
る
こ
と
が
で
き
、
従
っ
て
普
通
の
メ
ニ
ュ
ー

で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
、
栄
養
も
十
分
に
摂
れ

る
か
ら
で
す
。

た
と
え
、
歯
を
失
い
入
れ
歯
な
ど
で
補
っ
た

と
し
て
も
、
残
っ
て
い
る
歯
の
治
療
を
行
い
、

そ
れ
以
上
悪
く
な
ら
な
い
よ
う
に
ケ
ア
を
し
て

い
く
こ
と
は
大
切
で
す
。
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STOP THE不法電波特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当

このコーナーは、
　　身近な情報を
　　　　皆さんにお伝えする

コーナーです

役場本庁での窓口証明業務（戸籍・住民票・印鑑証明のみ）は

  午後６時15分まで受付しています。（月～金）

診療
時間午前8時30分～午後5時15分

●●●  6 月の担当医  ●●●

 ５日  多田　博胤  医師
（多田医院）

 12 日  平谷　一人　医師
（荒坂診療所）

19 日  井本　泰樹　医師
（井本医院）

26 日  小山　　徹　医師
（小山医院）

●●●  7 月の担当医  ●●●

 ３日  平谷　一人　医師
（荒坂診療所）

10 日  谷口　智行　医師
（谷口クリニック）

17 日  寺本　　泰　医師
（寺本クリニック）

24 日  原田　　資　医師
（原田医院）

31 日 平谷　一人　医師
（荒坂診療所）

紀南病院内科系
日曜外来診療

●
町
県
民
税
第
１
期

●
国
民
健
康
保
険
税
第
２
期

納
期
限
６
月
30
日（
木
）

６
月
の
納
税
期
限

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身
体

や
精
神
に
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満

の
児
童
に
つ
い
て
手
当
を
支
給

し
、
児
童
の
福
祉
増
進
を
図
る
た

め
の
制
度
で
す
。

【
対
象
者
】（
⑴
⑵
の
両
方
に
該
当

す
る
方
）

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離

婚
な
ど
に
よ
り
、
父
親
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を
養
育

し
て
い
る
母
子
家
庭
等
に
手
当
を

６
月
は
児
童
手
当
現
況
届
の

提
出
月
で
す

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
中
の

方
は
、
６
月
中
に
役
場
か
ら
現
況

届
に
係
る
書
類
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
６
月

30
日
（
木
）
ま
で
に
福
祉
保
健
課
、

町
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
支

所
、
連
絡
所
等
へ
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

福
祉
保
健
課
福
祉
係

☎
３
―
０
５
１
５
（
担
当　

山や
ま
も
と本
）

支
給
し
、
生
活
の
安
定
と
自
立
を

助
け
、
児
童
の
福
祉
を
増
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

【
対
象
者
】（
⑴
⑵
の
両
方
に
該

当
す
る
方
）

⑴
次
の
条
件
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
18
歳
到
達
後
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る

児
童

○
父
母
が
離
婚
し
て
、
父
と
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

○
父
が
死
亡
し
た
児
童
（
遺
族
年

金
受
給
者
は
対
象
外
）

○
父
が
重
度
の
障
害
（
国
民
年
金

の
障
害
等
級
１
級
程
度
）
に
あ

る
児
童

○
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

○
父
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺

棄
さ
れ
て
い
る
児
童

○
父
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
児
童

○
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま

れ
た
児
童

○
父
母
と
も
に
不
明
で
あ
る
児
童

⑵
前
年
所
得
が
一
定
額
以
内
の

も
の

【
手
当
額
】

○
全
額
支
給･･･

月
額
４
１
，
８
８
０
円

○
一
部
支
給
…
月
額
９
，
８
８
０

　

〜
４
１
，
８
７
０
円

†
問
い
合
わ
せ
先
†

福
祉
保
健
課
福
祉
係

☎
３
―
０
５
１
５
（
担
当　

山や
ま
も
と本
）

 

国
民
健
康
保
険
税
の

 

減
免
制
度
に
つ
い
て

　

災
害
や
倒
産
・
失
業
な
ど
に
よ

る
所
得
の
激
減
な
ど
、
特
別
な
事

情
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
税
の
納

付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
に

よ
り
減
免
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
税
務
住
民
課
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●家庭のごみを捨てる。
●排水口付近で魚がたくさん死んでいる。
●使用しなくなった船を放置したり、捨てたりする。

これらの行為を見かけたら通報をお願いします。
尾鷲海上保安部　☎０５９７―２５―０１１８

――未来に残そう青い海――
海洋環境保全推進週間

６月５日（日）～１１日（土）

STOP THE不法電波
電波利用保護旬間
6月1日～10日

不法電波は犯罪です。
守ってください。電波のルール。

総務省東海総合通信局
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献
血
に
ご
協
力
を

農
用
地
区
域
の
変
更
相
談

日
赤
事
業
資
金
（
社
資
）を

募
集
し
ま
す

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
へ

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
に
お

い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合

に
、
第
８
回
特
別
弔
慰
金
と
し
て

額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記
名

国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
ご
遺
族
は
次
の
順

番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一

人
で
す
。

⑴
弔
慰
金
の
受
給
権
者

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

【
講
習
日
時
】
10
月
12
日
（
水
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

【
試
験
日
時
】
11
月
９
日
（
水
）

午
後
１
時
〜

【
講
習
・
試
験
会
場
】

メ
ッ
セ
・
ウ
イ
ン
グ
み
え
（
津
市
）

【
受
験
資
格
】
平
成
17
年
11
月
９

日
で
満
年
齢
20
歳
以
上
で
、
排
水

設
備
工
事
ま
た
は
排
水
設
備
以
外

の
下
水
道
工
事
あ
る
い
は
水
道
工

事
の
設
計
ま
た
は
施
工
に
関
し
、

受
験
申
し
込
み
時
現
在
で
２
年
以

上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
者

【
申
込
期
間
】
６
月
27
日
〜
７
月

８
日
（
当
日
消
印
有
効
）

†
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
†

生
活
環
境
課
下
水
道
係

☎
３
―
０
５
１
３
（
担
当　

西に
し

）

　

今
年
も
、
日
本
赤
十
字
社
事
業

資
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
町
か

ら
委
託
を
受
け
た
連
絡
員
・
区

長
・
女
性
の
会
会
員
が
訪
問
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
一
般
…
５
０
０
円

　

御
浜
町
で
は
、
農
業
振
興
地
域

の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き

「
農
用
地
区
域
」
を
設
定
し
て
い

【
日
時
】
６
月
29
日
（
水
）

【
場
所
・
時
間
】

○
御
浜
町
役
場
…
午
前
９
時
〜
10

時
○
オ
ー
ク
ワ
神
志
山
店
…
午
前
11

時
〜
正
午

○
紀
南
病
院
…
午
後
２
時
〜
４
時

【
年
齢
】
18
〜
69
歳
（
65
歳
以
上

は
、
60
〜
64
歳
ま
で
に
一
度
献
血

ま
す
。

　

農
用
地
区
域
は
、
農
業
を
振
興

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
定
さ

れ
て
い
る
た
め
、
農
用
地
等
以
外

の
目
的
に
利
用
す
る
場
合
は
事
前

に
変
更
（
除
外
）
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。農
用
地
区
域
の
変
更（
除

外
）
は
、
要
件
に
該
当
す
る
以
外

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
変

更
（
除
外
）
は
、
事
前
に
県
知
事

の
同
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
分
の
変
更
（
除

外
）
申
し
出
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
の

で
、
な
る
べ
く
お
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
期
間
】
６
月
１
日
〜
30
日

†
申
し
出
・
問
い
合
わ
せ
先
†

農
林
水
産
課
管
理
係

☎
３
―
０
５
１
７
（
担
当　

赤あ
か
ね根
）

し
た
こ
と
が
あ
る
方
）

【
体
重
】
男
女
共
に
50
㎏
以
上

【
献
血
基
準
】
４
０
０
ml

【
献
血
間
隔
】
男
性
３
ヶ
月
・
女

性
４
ヶ
月

※
献
血
す
る
際
、
事
前
に
医
師
の

診
断
が
あ
り
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
福
祉
保
健
課

☎
２
―
３
８
１
１

⑴
身
体
や
精
神
に
障
害
（
日
常
の

生
活
が
著
し
い
制
限
を
受
け
る

か
、
ま
た
は
日
常
生
活
に
著
し

い
制
限
を
加
え
る
こ
と
を
必
要

と
す
る
程
度
の
も
の
）
の
あ
る

20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
父
・
母
・
養
育
者

⑵
前
年
所
得
が
一
定
額
以
内
の
も

の
【
手
当
額
】

○
１
級
該
当
児
童
…

月
額
５
０
，
９
０
０
円

○
2
級
該
当
児
童
…

月
額
３
３
，
9
０
０
円

†
問
い
合
わ
せ
先
†

福
祉
保
健
課
福
祉
係

☎
３
―
０
５
１
５
（
担
当　

山や
ま
も
と本

）

⑵
戦
没
者
等
の
子

⑶
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し

て
お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
等
と

氏
が
同
じ
で
あ
る
父
母
、
孫
、

祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹

⑷
右
記
⑶
以
外
の
父
母
、
孫
、
祖

父
母
、
兄
弟
姉
妹

⑸
右
記
⑴
か
ら
⑷
以
外
の
ご
遺
族

で
、
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で

引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
三
親
等
内
の
親

族
※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

福
祉
保
健
課
福
祉
係

☎
３
―
０
５
１
５
（
担
当　

山や
ま
も
と本

）

○
特
別
…
２
，
０
０
０
円
以
上

　

皆
様
か
ら
の
資
金
（
社
資
）
は
、

災
害
時
に
お
け
る
被
災
者
の
救
済

や
海
外
支
援
等
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

福
祉
保
健
課
福
祉
係

☎
３
―
０
５
１
５
（
担
当　

大お
お
や家
）

弔
電
に
つ
い
て

　

御
浜
町
で
は
、
平
成
17
年
４
月

１
日
か
ら
、
葬
儀
に
対
す
る
町
長

及
び
議
長
か
ら
の
弔
電
を
、
原
則

と
し
て
本
人
が
出
席
し
な
い
場
合

の
み
発
信
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
よ
ろ
し
く
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
教
育
長
に
つ
き
ま
し
て

も
、
本
人
出
席
の
場
合
廃
止
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

総
務
課
調
整
室

☎
３
―
０
５
０
５
（
担
当　

仲な
か

）
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保
護
者
教
育
相
談
会

放
送
大
学
学
生
募
集

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
設
人
権
相
談
所
開
設

　

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
で
す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
毎
年
、
こ
の
日
を
中
心
に
人

権
擁
護
委
員
制
度
の
周
知
と
人
権

思
想
の
普
及
高
揚
の
た
め
の
啓
発

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
６
月
１
日

に
全
国
各
地
で
一
斉
に
特
設
人
権

相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
当
町

に
お
い
て
も
次
の
と
お
り
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
の
で
、
人
権
問
題

で
お
悩
み
の
方
は
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

inform
ation
corner

読めない漢字が読める本
ことばの森編集室　著

マリー・アントワネット
石井　美樹子　監修

日本列島鉄道の旅 櫻井　寛　著

町図書館だより 新書のお知らせ

ＮＨＫスペシャル
新シルクロード２
ＮＨＫ「新シルクロード」
プロジェクト　編著

新刊案内（中央公民館）

ま
た
の
遊
牧
騎
馬
民
族
を
育
ん
だ

「
ゆ
り
か
ご
＝
揺よ

う
ら
ん籃
の
地
」
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
西
域
南
道
は
ま
だ

ま
だ
謎
に
満
ち
て
い
る
。
い
ま
は

砂
漠
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ

に
、
も
し
か
し
た
ら
敦と

ん
こ
う煌
や
キ
ジ

ル
の
石
窟
と
並
ぶ
よ
う
な
「
大
画

廊
」
が
埋
も
れ
て
い
る
か
も
知
れ

な
い
。
こ
れ
こ
そ
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

に
ふ
さ
わ
し
い
、
わ
く
わ
く
す
る

よ
う
な
ロ
マ
ン
の
世
界
で
は
な
い

か
。　
　
　
　
（
あ
と
が
き
よ
り
）

　

草
原
の
道
は
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
。
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
、
民
俗
、
人
種
が
混
じ
り
合

い
不
思
議
な
魅
力
を
持
っ
た
世
界

を
築
き
上
げ
た
。
そ
の
立
て
役
者

は
遊
牧
騎
馬
民
族
だ
っ
た
と
い
っ

て
い
い
。
彼
ら
の
多
く
は
、
天
山

山
脈
の
懐
に
抱
か
れ
た
バ
イ
ン
ブ

ル
ク
草
原
と
イ
リ
河
流
域
を
根
拠

地
に
し
た
と
い
う
。
な
ぜ
こ
の
地

か
ら
世
界
史
を
動
か
す
巨
大
国
家

が
生
ま
れ
た
の
か
。
遊
牧
騎
馬
民

族
は
記
録
を
残
さ
な
い
。
遺
跡
も

広
い
草
原
の
ど
こ
に
あ
る
の
か
、

見
つ
け
る
の
は
極
め
て
困
難
だ
。

し
か
し
、
夏
の
バ
イ
ン
ブ
ル
ク
草

原
に
立
っ
た
時
そ
の
秘
密
を
垣
間

見
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
か
つ
て

訪
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
や
青せ

い
ぞ
う蔵
高
原
の

草
原
と
は
何
か
違
う
の
だ
。
そ
れ

は
水
だ
っ
た
。
草
原
を
潤
す
水
の

豊
か
さ
な
の
だ
。
こ
の
水
は
い
う

ま
で
も
な
く
天
山
の
恵
み
。
天
山

こ
そ
、
突と

っ
け
つ厥
を
は
じ
め
と
す
る
あ

　

相
談
は
無
料
で
、
相
談
者
の
秘

密
は
固
く
守
り
ま
す
。

【
日
時
】
６
月
１
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

【
場
所
】
役
場
１
階
第
１
会
議
室

【
内
容
】
人
権
問
題
（
差
別
・
い

や
が
ら
せ
・
暴
行
・
虐
待
・
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
侵
害
・
セ
ク
ハ
ラ　

な

ど
）
に
関
す
る
相
談

【
相
談
員
】
人
権
擁
護
委
員
（
山

下
榮
一
郎
、
下
田
文
男
、
市
ノ
木

山
愛
子
）

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課
く
ら
し
と
相
談
係

☎
３
―
０
５
１
２
（
担
当　

山や
ま
も
と本
）

　

平
成
17
年
度
第
２
学
期
（
10
月

　

熊
野
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
子
ど
も
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
教
育
相
談
に
応
じ
ま
す
。
日

頃
、
子
ど
も
の
こ
と
で
困
っ
て
い

る
こ
と
や
心
配
な
こ
と
に
つ
い

て
、
少
し
で
も
早
く
解
決
で
き
る

よ
う
に
三
重
県
総
合
教
育
セ
ン
タ

ー
の
臨
床
心
理
士
が
一
緒
に
な
っ

て
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
相
談
日
】

○
６
月
10
日
（
金
）・
11
日
（
土
）

○
７
月
16
日
（
土
）

○
９
月
22
日
（
木
）・
23
日
（
金
）

○
10
月
14
日
（
金
）・
15
日
（
土
）

○
11
月
19
日
（
土
）

○
12
月
10
日
（
土
）

○
１
月
13
日
（
金
）・
14
日
（
土
）

○
２
月
３
日
（
金
）・
４
日
（
土
）

○
３
月
10
日
（
金
）・
11
日
（
土
）

【
参
加
費
】
無
料

【
相
談
方
法
】
個
別
相
談
（
一
人

50
分
）
※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
申
込
締
切
】
各
開
催
月
の
１
週

間
前

※
６
・
９
・
10
・
１
・
２
・
３
月

の
初
日
は
夜
間
相
談
を
行
い
ま

す
。

†
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
†

熊
野
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
９
７
―
８
９
―
５
９
４
５

入
学
）
の
教
養
学
部
学
生
及
び
大

学
院
修
士
選
科
生
・
修
士
科
目
生

を
募
集
し
ま
す
。

【
学
生
の
種
類
】

▼
全
科
履
修
生（
大
学
卒
業
目
的
）

▼
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
）

▼
科
目
履
修
生
（
半
年
間
在
学
）

【
入
学
資
格
】
入
学
試
験
は
あ
り

ま
せ
ん
。
全
科
履
修
生
は
18
歳
以

上
。
他
は
15
歳
以
上
。

【
学
習
方
法
】
自
宅
の
テ
レ
ビ
（
Ｃ

Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
ま
た
は
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
放
送
）
で
放
送
授
業
を

視
聴
す
る
か
、
放
送
大
学
三
重
学

習
セ
ン
タ
ー
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
等

を
利
用
し
て
学
習
し
ま
す
。

【
応
募
期
間
】
６
月
15
日
（
水
）
〜

８
月
31
日
（
水
）

※
大
学
院
修
士
選
科
生
・
修
士
科

目
生
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
９
―
２
３
３
―
１
１
７
０
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平和月間

　御浜町歴史年表につきましては、平成
１２年度から御浜町文化財調査委員の
方々によって編纂作業が行われていまし
たが、この度ようやく完成しました。御
浜町に関わる縄文時代から２０００年ま
での多方面の歴史について、２１０ペー
ジの本としてまとめています。
　また、御浜町の指定文化財と三重県の
指定文化財の一覧表も掲載し、御浜町の
指定文化財のうち、主なものについては
写真を挿入しています。
　一冊１，５００円で販売いたしますが、
数量に限りがありますので、ご入用の方
はお早めに中央公民館までお申し込みく
ださい。

†問い合わせ先†
　中央公民館
　☎２―３１５１（担当　清

し み ず

水）

御浜町
歴史年表が
完成しました

　福祉保健課では、福祉、保健、教育等
の分野を中心に「未来をになう子どもた
ち　地域で守り育むまち」を基本理念と
した御浜町次世代育成支援行動計画を策
定しました。
　この計画は、子育て支援、子どもの健
康確保、教育環境の整備、子どもの安全
確保等の視点により、平成１７年度から
１０年間における御浜町の子育て支援策
を定めたものです。
　計画をご覧になりたい方は、御浜町ホ
ームページに掲載しておりますので、ア
クセスしてください。

†問い合わせ先†　
　福祉保健課福祉係
　☎３―０５１５（担当　下

しも

）

御浜町
次世代育成支援
行動計画を
策定しました

　町では、昨年から８月を「御浜町平和月間」と定め、戦争の悲惨さや平和の尊さを学ぶ取り組みを行
っています。その内容は、「平和」をテーマに自主的な取り組みを行う個人・団体（企業、グループなど）
と連携を図りながら、平和を希求するまちづくりを行うものです。
　昨年は１１団体がミニコンサートや本の読み聞かせといったイベント、話し合いなどを行いました。
今年は戦後６０周年という節目の年であり、多くの皆さんに平和月間への取り組みにご参加いただきた
いと思います。
　町では、広報みはま８月号やホームページ等を通じて広く皆さんの活動をＰＲしてまいります。趣旨
に賛同していただける団体等は、６月３０日（木）までに、日時、場所、取り組み内容等を総務課まで
お知らせください。

†問い合わせ先†　総務課調整室　☎３―０５０５（担当　中
なかむら

村）

平和月間（８月１日～ 31 日）
取り組み団体等を募集します！
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向こう側向こう側

　今年で７年目を迎える「３デイサイクルロード熊

野」の第２ステージが、熊野市山崎運動公園を発着

点に行われました。御浜町では、神木・上市木・尾

呂志地内の国道311号がコースに入っており、春の

新緑の中を選手たちは一目散に駆け抜けていきまし

た。沿道には地元からたくさんの観客が出て、選手

たちに温かい声援を送っていました。

「がんばれ～」と大きな声で声援を送る
神木保育所の園児

ゴールに向い力走する選手たち

一つ一つ丁寧に苗を植えていく

　尾呂志学園の小中学生が、学校の下にある水田で

田植えを行いました。小学１年生から中学３年生ま

での 51人が長靴や裸足で田に入り、横一列に並ん

で丁寧に苗を植えていきました。泥に足を取られて

よろめいたり、顔中泥だらけになりながら、約１時

間ほどで作業は終了しました。秋には稲の収穫作業

が行われる予定です。

尾呂志学園田植え5/8

３D
デ イ

AY C
サ イ ク ル

YCLE R
ロ ー ド

OAD 熊野4/23
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地元関係者らを招いてのオープン記念式典

　熊野古道の来訪者や地域関係者の方に情報やサー

ビスを提供する施設として、「熊野古道地域センター

さぎりの里」が４月にオープンし、その記念イベン

トが５月５日に開催されました。さぎりもちのふる

まいや甘夏食べ放題の他、子ども向け福引き、折り

紙教室など、子どもの日ならではの催しがあり、た

くさんの親子連れ等で賑わいました。また同時に風

伝峠の熊野古道ハイキングも開催され、約 20人の

参加者が初夏の古道散策を楽しみました。

さぎりもちを来場者にふるまう

さぎり茶屋・さぎりの里直売所の上に
建設された熊野古道地域センター

「安全運転してください」とドライバーに
声をかける子どもたち

　尾呂志地区育成会による交通安全ボランティア

活動が上野地内の国道 311 号で開催されました。

尾呂志地区の子どもたちやその保護者約 30人が

道行くドライバーに交通安全の啓発物品を手渡し、

安全運転を呼びかけました。

尾呂志地区育成会
交通安全ボランティア活動

5/15

「熊野古道地域センター さぎりの里」
オープンイベント

5/5
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クローズ
-  UP・みは

まち
ょう
の

あなたのページ

　総務課
身近な話題を
　お寄せください
　　　　行政係

　

山
田
さ
ん
は
、
昭
和
43
年
12
月
に

御
浜
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
就
任
以
来
、
33
年
の
長
き
に
わ
た

っ
て
地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

居
住
地
域
内
に
お
い
て
は
、
地
域

社
会
に
お
け
る
福
祉
の
増
進
や
社
会

的
弱
者
と
さ
れ
る
方
た
ち
へ
の
助
言

及
び
指
導
の
ほ
か
、
地
区
の
区
長
や

地
域
防
犯
連
絡
委
員
も
務
め
、
地
域

住
民
か
ら
行
政
等
へ
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
地
域
で
活
躍
さ
れ
る
ほ
か
、
御

浜
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
総
務
と

し
て
14
年
、
南
牟
婁
郡
社
会
福
祉
協

議
会
理
事
と
し
て
13
年
、
御
浜
町
社

会
福
祉
協
議
会
理
事
と
し
て
16
年

と
、
紀
南
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

地
域
福
祉
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
平
成
元
年
に
は
、
三

山田晃三さん（川瀬）が

社会福祉功労で瑞宝単光章 受章

平
成
十
七
年
度　

御
浜
町
春
季
俳
句
大
会
作
品
集

御
浜
町
長
賞
（
一
句
高
点
句
）

　

風
立
ち
て　

植う

え

た田
の
水
の　

走
り
け
り　
　

梛
山　

て
い

御
浜
町
俳
句
会
会
長
賞
（
一
句
高
点
句
）

　

春
め
き
て　

一
歩
踏
み
出
す　

嬰や
や

の
靴　
　

真
砂　

笑
子

入
賞
句
（
互
選
高
点
句
）

　

菩
提
寺
の　

鐘
の
交
じ
り
し　

花
吹
雪　
　

向
井　

春
羊

　

菊き
く
ざ
か坂

に　

一い
ち
�
う葉

偲し
の

ぶ　

桜
二
分　
　
　
　
　

須
崎
久
美
子

　

風
光
る　

野
に
一
才
の　

赤
き
靴　
　
　
　

久
保　

ひ
ま

　

百
姓
に　

ぺ
ん
胼だ

こ胝
は
な
し　

種
ふ
せ
る　

和
田
真
砂
恵

　

剥は
く
ら
く落

の　

仁
王
の
顔
や　

山
笑
う　
　
　
　

榎
本　

楢
代

地
区
代
表
選
者
（
特
選
句
）

向
井　

春
羊　

選

　

翡か
わ
せ
み翠

の　

彩い
ろ

一
筋
を　

引
き
ゆ
け
り　
　
　

七
海　

笑
涙

榎
本　

孤
星　

選

　

苗な
え

札ふ
だ

を　

次
々
覚
え　

名
を
忘
す
る　
　
　

須
崎　

行
雄

川
本　

素
秋　

選

　

朧
お
ぼ
ろ
づ
き月　

そ
ぞ
ろ
歩
き
や　

宿
の
下
駄　
　

 

真
砂　

笑
子

長
尾　

あ
や　

選

　

生
か
さ
れ
て　

老
い
の
入
口　

花
に
酔
う　
　

中
村　

幸
子

湊　

貞　

選

　

菊
坂
に　

一
葉
偲
ぶ　

桜
二
分　
　
　
　
　

須
崎
久
美
子

重
県
知
事
表
彰
、
同
８
年
に
全
国
社

会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
、
同
９
年

に
は
、
厚
生
大
臣
特
別
表
彰
も
受
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

山
田
さ
ん
は
、「
こ
の
よ
う
な
章

を
い
た
だ
け
る
と
は
夢
に
も
思
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
皆
様
の
ご
指
導
と
ご

鞭べ
ん
た
つ撻
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。」
と
受
章
の
喜
び
を
語
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

平成 17 年度 春の叙勲

瑞宝単光章を受章された
山田晃三さん

＊
お
詫
び
と
訂
正

５
月
号
10
ペ
ー
ジ
の
志
原
保
育
所

と
尾
呂
志
保
育
所
の
電
話
番
号
が

入
れ
違
っ
て
表
記
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
正
し
く
は
、「
志
原
保
育
所 

☎
２
―
０
０
５
８
」「
尾
呂
志
保
育

所 

☎
４
―
１
０
４
９
」
で
す
。
お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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みかん寒天

材　料（作りやすい分量）

上仲　風
ふうかい

魁く
ん

茂男さ
ん・ゆかりさ

ん

♥  神志山 

♥

鈴木　健
けんと

斗く
ん

準一さ
ん・メリージェーンさん

♥  阿田和 

♥

（平成17年３月１日～　
31日届出分）

①水に粉寒天をふり入れ、かき混ぜながら煮溶

　かす。

② 2分位沸騰させ、砂糖を加えさらに煮溶かす。

③粗熱の取れた②にみかんの絞り汁を加える。

④水でぬらした容器に流し入れ固める。

古川　芽
め い

惟ちゃん

哲也さ
ん・麻里さ

ん

健康逸品 この一品

粉寒天・・・・・・・　　４ｇ　

水・・・・・・・・・２００cc　　

砂糖・・・・・・・・　８０ｇ

みかんの絞り汁・・・３００cc

郷土料理編③

冨士本　惺
せいた

太く
ん

伸也さ
ん・栄子さ

ん

作 り 方

人  口 10,184 人 （＋４人）
　  男 04,734 人 （＋４人）
　  女 05,450 人 （±  0 人）

世帯数 4,324 戸 （＋3戸）

5月１日現在の人の動き 巻
頭
ペ
ー
ジ
で
も
取
り
上
げ
ま
し
た

が
、
６
月
23
日
か
ら
29
日
は
男
女

共
同
参
画
週
間
で
す
▼
「
男
女
共
同
参

画
」
と
い
う
言
葉
も
数
年
前
ま
で
は
ま

だ
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
で
、
学
生
時
代

に
友
人
が
「
男
女
共
同
三・
・角
」
と
表
記

し
て
い
て
笑
い
合
っ
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。
そ
の
頃
に
比
べ
る
と
、
こ
の

言
葉
も
ず
い
ぶ
ん
と
世
の
中
に
浸
透
し

て
き
ま
し
た
▼
学
校
な
ど
で
も
、
昔
は

男
子
が
先
、
女
子
が
後
で
あ
っ
た
名
簿

は
、
今
で
は
男
女
混
合
名
簿
に
、
ラ
ン

ド
セ
ル
や
上
履
き
の
色
も
多
様
に
な
り
、

男
の
子
は
黒
（
青
）、
女
の
子
は
赤
と
い

う
固
定
概
念
は
薄
れ
て
き
て
い
ま
す
。

技
術
家
庭
の
教
科
も
、
男
女
分
け
隔
て

な
く
学
習
し
ま
す
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
、

こ
う
い
っ
た
男
女
平
等
の
観
念
を
育
ん

で
い
く
こ
と
は
、
男
女
共
同
参
画
の
推

進
に
も
つ
な
が
る
の
で
し
ょ
う
▼
い
つ

か
男
女
共
同
参
画
が
当
然
の
こ
と
と
な

り
、
そ
の
言
葉
自
体
が
死
語
に
な
る
時

代
も
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

メニュー提供：御浜町食生活改善推進協議会

 

●
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
に
思
う
こ
と

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
が
平
成
11
年
６

月
23
日
に
公
布
・
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
国
は

６
月
23
日
か
ら
30
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
男
女
共
同

参
画
週
間
」
と
定
め
、
毎
年
男
女
共
同
参
画
推
進
の

取
り
組
み
を
重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
女
性
の
社
会
参
加
等
に
よ
り
男
女
の
差
は

も
う
な
く
な
っ
た
か
に
見
え
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
そ

の
性
差
に
よ
る
待
遇
の
差
は
消
え
て
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
女
性
の
側
に
も
「
私
は
女
だ
か
ら･･･

」
と
、
あ

き
ら
め
た
り
逃
げ
た
り
す
る
場
合
が
あ
る
よ
う
で
す
。

長
年
培
わ
れ
て
き
た
考
え
方
が
そ
う
簡
単
に
変
わ
る

も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

で
も
、
男
女
共
同
参
画
を
否
定
的
に
と
ら
え
ず
、

「
こ
う
い
う
考
え
方
も
あ
る
の
だ
」
と
し
て
女
も
男

も
そ
れ
ぞ
れ
が
多
様
な
生
き
方
を
認
め
て
い
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
が
男
女
共
同
参
画
社
会
へ
の
第

１
歩
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

あ
な
た
は
、
男
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
か
？

女
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
か
？
女
の
ほ
う
が
よ

か
っ
た
な
あ･･･

。
男
の
ほ
う
が
よ
か
っ
た
な
あ

･･･
。
そ
ん
な
風
に
思
う
の
は
ど
う
し
て
で
し
ょ

う
？
そ
の
理
由
の
中
に
「
男
女
共
同
参
画
」
の
目
指

す
も
の
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら

に
生
ま
れ
て
も
、
一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
」
ら
し
く

生
き
て
い
け
る
、
そ
ん
な
社
会
で
あ
っ
た
ら
い
い
で

す
ね
。そ
ん
な
ま
ち
で
暮
ら
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

～シリーズ～

人を大切にする
まちづくり

教育委員会

♥  市　木 

♥




